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本資料のうち，枠囲みの内容

は，機密事項に属しますので公

開できません。 



1. 工事計画添付書類に係る補足説明資料 

  添付書類の記載内容を補足するための資料を以下に示す。 

 

資料 

No. 
添付書類名称 補足説明資料（内容） 備考 

1 
安全避難通路に関する説

明書に係る補足説明資料 

1. 安全避難通路について 今回提出範囲 

2. 安全避難通路を明示した図面の対象エリ

アの選定について 
今回提出範囲 

3. 非常灯の無い場所の視認性について 今回提出範囲 

 

  別紙 工認添付書類と設置許可まとめ資料との関係

 



別紙 

工認添付書類と設置許可まとめ資料との関係 

（工事計画に係る補足説明資料（原子炉冷却系統施設（共通項目））） 

工認添付資料 設置許可まとめ資料 引用内容 

安全避難通路に関

する説明書に係る

補足説明資料 

DB 第11条 安全避難通路等 資料を概ね引用 
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1. 安全避難通路について 

  本補足説明資料は，技術基準規則第 13 条第 1項第 1号に基づきその位置を明確かつ恒久的に表示す

ることにより容易に識別できる安全避難通路の位置について整理する。 

  安全避難通路には，位置を明確かつ恒久的に表示し，照明用の電源が喪失した場合においても機能

を損なうおそれがないように蓄電池を内蔵した避難用の照明として非常灯を設ける設計とし，避難口

及び避難の方向を明示するため蓄電池を内蔵した誘導灯を設ける設計とする。 

  図１に避難経路を明示した図面を示す。 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 



 

34 
 

 8

 
 

図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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図１ 避難経路を明示した図面 
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2. 安全避難通路を明示した図面の対象エリアの選定について 

  添付図面「安全避難通路を明示した図面」の対象範囲については以下のフローで選定してい

る。 

 

 

3. 非常灯の無い場所の視認性について 

  中央制御室等の原子炉施設内従事者等が常時滞在する居室，居室から地上へ通じる廊下及び

階段その他の通路には，建築基準法及び建築基準法施行令に準拠した，非常用の照明装置であ

る非常灯を設置する設計としている。居室からの避難経路に該当しない通路に非常灯を設置す

る要求は無いが，消防法及び消防法施行令に準拠した誘導灯を設置している。 

  6,7 号機サービス建屋 T.M.S.L.6500 の通路において非常灯を消灯させ，非常灯の無い場

所を模擬し，誘導灯の視認性に問題が無いことを確認している。 

 

     
6,7 号機サービス建屋 T.M.S.L.6500        視認性確認のための撮影写真 

 

図２ 視認性確認図 
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